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要 約
知的障害者が地域 で自立的な生活を送るため の生活支援プ ロ グ ラム を開発することを目的とし､ 社会資源 の利用技能に焦点をあて た｡
本研究では ､ 199 9年 4月から2001年3月ま で の 2年間 にわたり､ 地域生活支援教室 ｢あそば っ と教室｣ を実施 した｡ 対象者が出かける
場所 ･ 活動の選択 , 出か ける約束な どを行う教室と ､ 小 グル ー プ ごとに選択した場所 ･ 活動に出かける機会を設定 した｡
対象者が小 グル ー プ の メ ン バ ー と 楽しん でグ ル ー プ活動に参加 した こと ､ 対象者の社会資源利用技能に変化が見られた こと ､ 対象者
と保護者の出かける ことに対する意識がは っ き りと した ことが示された ｡ さ らに ､ 利用 した施設 の従業員､ ボ ラ ンテ ィ ア - ア ン ケ ー ト
を行う ことにより､ 知的障害者が社会資源を利用する ことに つ い て ､ 現状の 一 端 を明らかにした｡
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Ⅰ . はじめに
近年､ ノ ー マ ライゼ ー シ ョ ン の 理念が社会に浸透 しつ つ あ
り､ 知的障害児者が地域の 中で生活する技能に多くの関心が
払われるようにな っ て きた｡ そ こ で ､ 地域の社会的資源を利
用 して自ら選択した活動を自立的に実行する ことを支援する
ための生活支援プ ロ グラ ム の 研究 ･ 開発がなされ て い る｡ 例
えば ､ 買 い 物指導 (渡部･ 山 口 ･ 上松 ･ 小林､ 199 9; 松 岡 ･
平 山 ･ 畠 山 ･ 川畑 ･ 菅野 ･ 小林､ 199 9)､ 料理指導(井上 ･ 井
上 ･ 小林､ 1996;武蔵 ･ 土井 ･ 西本 ･ 高畑 ･ 安達､ 1 999)､ 運
動 ･ ス ポ ー ツ (高畑 ･ 武蔵､ 20 00)､ 余暇活動として ､ カ ラオ
ケ(井揮 ･ 山本 ･ 氏森､ 1998)､ プ ー ル (大石 ･ 唐岩 ･ 高橋 ･
馬場､ 19 99)､ ボ ウリ ン グ (高畑 ･ 武蔵 ･ 安達､ 2 000) などで
ある｡ これ ら の多くは絵 ･ 写真カ ー ドや ビデオ ､ タイ マ ー な
どの 視覚的なプ ロ ン プ トを用 い て 生活技能を形成し､ シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン や代表例教授法 ､ 受け入れ側 - の 情報提供など の
方略を用 い て 効率的に般化を促進する ことをねら い と して い
る｡
武蔵 ･ 高野 ･ 七滞 ･ 高畑 (20 03) は､ 知 的障害者の地域生
活に関する実態調査を行い ､ 障害者本人 の対人的関わり､ 地
域 の 中で の 活動の実態に つ い て まとめた｡ そ の結果 ､ 家族や
保護者の付 き添 い の もとに ､ 対 人的な関わ り合いをあまり必
要と しな い活動が選ばれるために､ 障害者本人が学校教育を
通 じて身に つ けた生活技能が活かされずに忘れ られ て しまう
可能性が指摘された｡ また､ 地域 の行事 - の参加に つ い ても､
活動内容が事前に決められ て い るもの ､ 大 勢 で皆が同じ活動
を 一 緒に 行う形態 の ものが ほとんどで あ っ た｡
本研究では ､ 知的障害者が地域で生活するため の 生活技能
と して ｢社会資源利用技能｣ を取り上げた ｡ 家族や保護者以
外 の仲間やボラ ンテ ィ ア と小 グル ー プ で出かけて ､ 地 域 の社
会資源を利用する ことで ､ 選択機会や対人的な関わりの機会
を多く経験することが で きる｡ 自分たちで話 し合 い ､ 出 か け
た い場所 ･ 活 動を選択 ･ 決定 し､ 社会資源を利用する ことで ､
よ り積極的な社会参加に つ ながる｡ また ､ レ ジャ ー 施 設 など
に従事する人によるナチ ュ ラル サポ ー トを受ける こと に よ っ
て ､ 知的障害者の余暇活動がより豊かなも の に なると考えた｡
2カ年にわたり知的障害者を対象とした ｢あそば っ と教室｣
を実施 した ｡ 出か けた い場所 ･ 活 動 を話 し合 っ て 決定す る､
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そ して 実際 に 出かけると い う2 つ の 支援場面を設定 した｡ 対
象者が自ら支援ツ ー ル を使 っ て社会資源を利用する の を支援
する こと により､ 社会資源利用技能が どれだけ向上するかを
検討した｡ 具体的には､ 出か ける場所を選択す る ･ 仲 間 と出
かける約束をする ･ バ ス な どの移動手段を利用する ･ 映画館
や シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ - な どを利用するなどである｡ 仲 間と
小グ/レ - プで出かける経験をする ことで ､ 対象者とそ の 保護
者が出か ける こと に対 して ど の ような意識を持 っ たかを検討
した｡ さ らに ､ 利用 した施設 の従業員や教室 に参加 したボラ
ン テ ィ ア - ア ン ケ ー ト調査を行 い ､ 知 的 障害者が社会資源を





丁市子を つ なぐ育成会で の 呼びかけに応 じて参加 を希望し
た知的障害者､ 男性 4 名､ 女性 6名 の計1 0名であ っ た｡ ｢あそ
ば っ と教室｣ 開始時 に ､ 対象者の年齢は29歳から36歳 ､ 保護
者の年齢は58歳から67歳 で あ っ た ｡ 対象者の プ ロ フ ィ ー ル は
Table l に示 し た｡ 後に 述 べ る活動グ ル ー プに つ い て も合わ
せ て示 した｡
2. 実施期間
咋度を単位として ､ 199 9年4月 か ら2001年3月ま で の 2年
間 にわたり行 っ た ｡ 教室は､ お よそ 1 ケ月 に 1 回程度開催す
ることと し､ 1年目は 8回 ､ 2 年目は1 1回､ 計1 9回実施した｡
3, 地 域生活支援教室 ｢あそば っ と教室｣
あそば っ と教室は ､ 教育学部障害児教育研究室 で 開設す る
地域生活支援教室 の プ ロ グ ラム の 一 環 と して 行われた｡ ①各
対象者に 出か ける機会を提供する場として ､ ②各対象者が保
護者以外 の 人と出かけるため の指導場面として , ③各対象者
の習熟度 の把握 ･ 確認 の場と し て ､ ④対象者が社会的強化を
受ける場と して 設起 した .
1) 教室 の概要
対象者とそ の 保護者が大学 に集ま っ て ､ グ ル ー プ 分 け､ 出
かける場所 ･ 活動 の 選択 ､ 出か ける約束などを行 う教室と､
対象者がグ ル ー プ ごとに選択 した場所 ･ 活動に出か ける機会
を設定した｡
Table 1
大 学 で の教室は土曜日または日曜日 の 'il後 ､ 約 3 時間にわ
た っ て 行 っ た｡ 対 象者が社会資源を利用する ことの 意義を堤
解し選択で きるように ､ パ ン フ レ ッ トや写真 ､ ビデオ を用 い
て
､ 様 々 な社会資源 に つ い て 具体的に取り上げるよう に心が
けたo 支援ツ ー ル ｢お助けブ ッ ク｣ の活用 ･ 参照 の 仕方を繰
り返 し指導 した ｡ 小 グル ー プで出か ける ことを意識で きるよ
うに､ 約束カ ー ドな どを用 い た ｡
出か ける機会は土曜日または日曜日 の日中または夕方から
夜にかけて 設けた｡ 集合場所 は普段よく利月] し移動に便利と
い う点から富山駅前とした｡ 待 ち合わせ場所 (富山駅前) に
集合 - 交通機関 (バ ス ･ 市電) を利用して移動 一 目的地 で 描
動 ･ 食事 - 交通機関 (バ ス ･ 市電) を利用 して 移動 一 次 回 の
約束 ･ 解 散 の 流 れ で 行 っ た｡ 社会資源 の 利用技能 の 定着と礼
会資源を 卜分に楽しめるよう になる ことをね ら い と し､ 同 じ
出か ける場所 ･ 活動に 2 回ず つ続けて 出か ける こと に した0
対象者が支援 ツ ー ル ｢お助けブ ッ ク｣ を用 い て 自ら社会資港
を利用 できるよう に ､ 課 題分析 の 評価 に基づ い て 段階的な援
助を行 っ た ｡
2) 支援ス タ ッ フ
支援スタ ッ フ は ､ 障害児教育を担当する教員､ 障害児教育
の専攻生をはじめとする教育学部 の 学生 で構成 した ｡ 教室担
当者が教室 の全体的な運営 ･ 統括を行い ､ また各回 の支援計
画と資料 ･ 記録 用紙 の 作成 ､ 教材 ･ 支援 ツ ー ル の 開 発および
作成 を行 っ た｡ 対象者ごと に支援担当者が つ くように し､ 敬
室や出かけるとき の支援 ､ 対象者 の 活動 の 様子 の 記録 にあた っ
た｡ ビデオ担当者が全体を把握しながらビデオ カ メ ラ､ デ ジ
タル カメ ラ で教室 の撮影を行 っ た｡
4 , 全体計画
1) 計画の概要
1年目は､ 対 象者が支援 ツー ル ｢お助 けブ ッ ク｣ 他を用 い
て
､ 社会資源を利用する こと に焦点をあて た｡ そ の た め､ 支
援ツ ー ル の 使 い 方を支援することを中心とし､ 出 か ける場所 ･
活動は対象者 の 希望の 多い も の に なる べ く限定 して ､ 繰 り過
し利用する ことに した o また ､ 仲 間同士で 小グ ル ー プ に よ り
活動する こと にも慣れ て い なか っ たの で ､ 活動 するグル ー プ
も年間を通 じて固定とした｡
2 年目は､ 対象者が自分たちで選んだ活動を自分たちで 利
用する ことに焦点を当て た｡ そ の ため ､ 様々 な場所 ･ 活動 に
対象者 の プ ロ フ ィ ー ル
対象者 s l s 2 s 3 s 4 s 5 s 6 s フ s 8 s 9 slO
年齢 3 4 34 3i 30 31 32 3 2 33 3 0 31
性別 男 女 女 女 男 女 男 男 女 女
障害 !L州勺障害 て ん か ん 射 ≠)障害 知的障害 ダ ウ ン 症 ダ ウン 症 知的障
/
-# ダウン 症 ダウ ン 碇 ダウ ン 蛙
京尤労先 製造業 作業所 作貰所 作巣南 製造業 作貴所 作菜所 作某所 作業所 作業所
1 年目の グル ー プ A A A r3 f3 B C C C C
3 暮 4国 教室 r3 C C r3 Ⅰう C A T3 A B
多荒望a'1 6 - 教室 C A A C B C C B r3
9･1 0回 教室 C i)' A A C 13 A fう A C
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知的障害者を対象と した地域生活支援教室 ｢あそば っ と教室｣ の試行
つ い て の選択肢を示 して選ぶ機会を繰り返し設け､ 活動グル ー
プ もそ の 都度組み替えた . 支援ツ ー ル ｢お助けブ ッ ク｣ を活
用して主体的に活動するように支援した ｡
1 年目 の 全体計画を Table 2 に､ 2 年目 の全体計画を Ta-
ble 3 に示 した ｡
2) 1年目 の全体計画
第1回教室 ･ 開校式 (6月 5日) :前半は､ あそば っ と教室
の説明､ 自己紹介を行 っ た後に､ 対象者がど こに出かけた い
か把握するため に事前場所ア ン ケ ー トを実施 した . 後半は､
ベ ー ス ライ ン査定と して ､ 実際に シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー に出
かけ､ フ ァ ー ス ト フ ー ド店で飲み物などを購入した｡
第2 回教室 (7月11日):前半は､ まず､ 対象者の活動グル ー
プを決めた｡ 3 か ら4名の 3 つ の グル ー プに分かれた｡ 次に､
グル ー プ ごと に出かける計画を話 し合い ､ 出 かける場所 ･ 活
動を決め､ 出かける約束を行 っ た ｡ 後半は､ ベ ー ス ライ ン 査
定と して ､ グル ー プ ごとに交通機関を利用 して コ ン ビ ニ エ ン
ス ス トア に出かけ､ 支援ツ ー ル ｢お助けブ ッ ク : コン ビ ニ 編｣
を用 い て買 い物を行 っ た｡
第3 回教室 (A : 8 月 8日､ B : 8月2 8日､ C : 8月2 2日)
と第4回教室 (A : 9月26日､ B :10月 2日､ C : 9月25日):
グル ー プ ごとに バ ス に乗 っ て それぞれ の場所 ･ 活動 に出かけ
た｡ ｢お助けブ ッ ク｣ は､ ｢バ ス編｣ ｢映画編｣ ｢K パ ー ク編｣
を用 い た｡
第5 回教室 (11月1 4日):前半は､ まず第3 回､ 第4 回教室
を振り返り､ お出かけ後アン ケ ー トを実施 した｡ グル ー プ ご
とに次回 の 出かける計画を話し合い ､ 出かける場所 ･ 活動を
選択し､ 出かける約束を行 っ た｡ 後半は､ 支援 ツ ー ル ｢お 助
けブ ッ ク｣ の 活用 の 仕方を練習 した｡ 第3 回､ 第4 回教室 で
対象者が共通 して苦手として い た場面を取り上げ､ 劇形式で
確認した後､ 実際の状況を模した シミ ュ レ ー シ ョ ン場面を設
定 して練習 した｡
第6 回教室 (A :12月1 1日､ B :12月 5 日､ C 二12月18日)
と第7回教室 (A ･ B ･ C : 1月23日): グル ー プ ごとに バ ス
に乗っ て それぞれ の場所 ･ 活動 に出かけた｡ ｢お助けブ ッ ク｣
は､ ｢バ ス編｣ ｢映画編｣ を用 い た｡ ま た､ 第 7 回教室終了後
に ､ お出かけ後ア ン ケ ー トを実施した｡
第 8回教室 ･ 修了式 (2月20日):食事会を開 い て ､ 修了証
書を授与し､ 社会的強化 の場と した ｡
3 )2 年目 の全体計画
第1回教室 ･ 開校式 (5月21日):前半は ､ あ そば っ と教室
の説明 ､ 新 しい 支援ス タ ッ フ の 紹介を行 い ､ 昨年度の教室 の
様子を振 り返 っ た｡ 対象者が どこ に出か けたいか把握するた
め に事前場所ア ン ケ ー トを実施 した｡ 後 半は､ ベ ー ス ライ ン
査定と して ､ シ ョ ッ ピン グセ ン タ ー に 出か け､ 支援 ツ ー ル ｢お
助けブ ッ ク : フ ァ ー ス トフ ー ド編｣ を用 い て ､ フ ァ ー ス トフ ー
ド店 で飲み物などを購入 した｡
第 2 回教室 (6月11日):前半は､ 対象者と支援スタ ッ フ で
出かける計画を話 し合 い ､ 対 象者が出か けた い 場所 ･ 活 動 を
選択 して 出 し合い ､ 出か けた い 場所が同 じ対象者で グル ー プ
を構成 した｡ 2 名か ら 5名の 3 つ の グル ー プ に 分 かれた｡ そ
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Tab le 2 あそば っ と教室の 全体計画 (1 年目)
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の 後､ メ ン バ ー の 紹介や出かける約束を行 っ た｡ 後半は､ ベ ー
ス ライ ン 査定として ､ グル ー プ ごとにそれぞれ違 っ た コ ン ビ
ニ エ ン ス ス トア - 出かけ､ 支援ツ ー ル ｢お助 けブ ッ ク : コ ン
ビ ニ 編｣ を用 い て 員 い 物を行 っ た｡
第3 回教室 (A : 7 月 8 日､ B : 7 月29日､ C : 7月29日)
と第4回教室 (A : 8月20日､ B : 8月26日､ C : 8 月26日):
グ ル ー プ ごと に それぞれ の場所 ･ 活動に出かけた｡ グル ー プ
に よ っ て は交通手段として バ ス ･ 電車を利用 した｡ ｢お助けブ ッ
ク｣ は ｢バ ス編｣ ｢電車編｣ ｢ボウリ ング編｣ ｢K パ ー ク編｣ ｢映
画編｣ を用 い た｡
第5 回教室 (10月 8 日) :前半は ､ それぞれ の グル ー プが ､
出かけた時 の写真を用 い て ､ 第 3 回 ､ 第 4 回教室 の様子 の 発
表を行 っ た ｡ そ の後に, お 出 かけ後ア ンケ ー トを実施 した ｡
後半は ､ 次 の 出かける計画を立 て る こととグル ー プの変更を
ねら い として ､ 第2 回教室 の ときの ように出かけた い場所 ･
活動の選択を行 い ､ 新たなグル ー プ を決めた. そ の後､ グル -
プ ごと に 分 か れ ､ 出か ける約束を行 っ た｡
第 6 回教室 (A :10月21日､ B :10月2 2日､ C :1 0月21日)
と第 7回教室 (A :1 1月11日､ B :11月23日､ C :11月25日):
グル ー プ ごとにそれぞれ の 場所 ･ 活動に出か けた｡ グ ル ー プ
によ っ て は交通手段と し て バ ス を利用 した｡ ｢お助けブ ッ ク｣
は ｢バ ス 編｣ ｢ボウリ ン グ編｣ ｢K パ ー ク編｣ ｢カラオケ編｣ を
用 い た｡
第 8 回教室 (12月17日): 前半は､ 対象 者と保護者に ､ 第 6
回､ 第 7 回教室 の様子を撮影 したビデオ を見 て もら い , 活動
を振り返 っ た｡ そ の 後に , お出かけ後ア ンケ ー トを実施した｡
後半は ､ 次 の 出かける計画を立 て る こととグル - プの変更を
ねら い として ､ 第 5 回教室 の とき のように出かけた い 場所 ･
活動 の選択を行 い ､ 新 たなグル ー プを決めた｡ そ の後､ グル -
プ ごと に 分かれ ､ 出かける約束を行 っ た｡
第9 回教室 (A . 1月21日､ B . 1月21日､ C : 1月27日)
と第10回教室 (A : 2月11日､ B : 2 月10日､ C : 2 月1 0日) ･
グ ル - プ ごと に それぞれ の場所 ･ 活 動 に出かけた｡ グル ー プ
に よ っ て は交通手段として バ ス ･ 電車を利用した｡ ｢お助けブ ッ
ク｣ は､ ｢バ ス編｣ ｢電車編｣ ｢ボウリ ング編｣ ｢映画編｣ ｢0 セ
ン タ ー 編｣ を用 い た｡
第1 1回教室 ･ 修 了式 (3月18日):食事会を開 い て ､ 修 了証
書を授与 し､ 社会的強化 の場と した｡
5. 介入手続き
対象者が教室 で の 話し合 い や選択が行える こと､ 最 小限 の
援助 で 自ら社会資源を利用する ことを考え､ 支援ツ ー ル を工
夫 し, 支授 ツ ー ル を使う支援を行 っ た｡
1) 支援ツ ー ル
①お助けブ ッ ク (資料1) ･ 出かける場所 ･ 活動 に 関する手
順や交通機関を利用する手順 を絵 ･ 写真や短 い 文章で説明 し
たも の o 持 ち歩く の に 邪魔に ならな い 写真サ ー ビス 判サイズ
で ､ 見 開 きに置 い て 見る ことが で きる｡ 1 頁 に 1 つ の 手順を
絵や写真で 示し､ Fー 側に 短 い 説 明文 を つけた｡ ま た､ 各頁 に
色枠 を つけ､ 場面が変わるごとに 色を変えた｡ 頁 の 上 の 部分
にタグを つ け､ 見 た い 頁 をすぐに開けるようにした｡
｢お 助けブ ッ ク｣ は､ 出か ける場所 ･ 活動に応じて そ の都
度制作し､ 対 象者に配布 した｡ ｢バ ス 編｣ ｢電車編｣ ｢フ ァ ー ス
トフ ー ド編｣ ｢コ ン ビ ニ 編｣ ｢映画編｣ ｢K パ ー ク編｣ ｢ボウリ
ング編｣ ｢カラオケ編｣ ｢0 セ ン タ ー 編｣ の 9 つ を制作 した ｡
②約束カ ー ド (資料 2): い つ ･ 誰と ･ どこに出かけるのか､
何 時 に ･ ど こ で 待ち合わせる のかを記入で きる写真サ ー ビス
判サイズ の カ ー ド｡ 誰 と の 部分にはプリクラ シ ー ル を貼るよ
うにした｡ 大 きい サイズ の約束カ ー ドを別に用意し､ 教室 で
の 発表や振 り返り の 際 に 用 い た｡
③あそば っ とノ ー ト (資料 2): グ ル ー プの メ ン バ ー 表や 約
束カ ー ドを入れ る市販 の ポケ ッ トア ル バ ム ｡ グ ル ー プの メ ン
バ ー 表 に は名前と 一 緒 に プリクラ形式 の シ ー ル を貼 るように
した｡
④場所選択ボ ー ド : 対象者 一 人 一 人 が自分 の 意見を主張 で
きるように ､ 出か ける場所 ･ 活動 を話 し合 っ て 決める際に使
用した｡ 支援スタ ッ フ が い く つ か の 場所 ･ 活動 を紹介した後､
対 象者が自分 の 名前カ ー ドを出か けた い と思う場所 ･ 活動 の
絵 や写真 の~Fに貼る こと で意思表示を行 っ た｡
⑤あそば っ と通信 ( 資料3) ･ 自分 たちが出 か けた場所 ･ 活
動 を振 り返 ると同時 に他 の グル ー プが どんなと ころ に出 か け
た の か を知るために作成 したも の ｡ グル ー プ ご とに 日に ち,
場所などの説明と出 か けたとき に撮 っ た写真を載せ､ 家庭 に
郵送 した ｡
⑥お助 けブ ッ ク マ ン 舞台セ ッ ト ･ 1年目第 5回教室で ､ ｢お
助 けブ ッ ク｣ をうまく活用するポイ ン トを示 した劇と実際 の
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状況 を模 した シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 場面 で の 練習に使用 したも の ｡
また､ そ の 活用 の ポイ ン トをお助けブ ッ ク マ ン の 写真と共に､
｢お 助けブ ッ ク｣ に加えて ､ い つ で も見られるように した｡
⑦振り返り写真 ･ ビデ オ : 2年目第 5回､ 第 8 回教室 で グ
ル ー プ ごと に 前回出か けた場所 ･ 活動 の発表会を行 っ た 際 に
使用 したも の ｡
⑧カラオケ予約簡単カ ー ド : カラオ ケ本 の 中か ら歌 い た い
曲名と曲番号だけが見えるように ､ 1 曲分 の 欄 に あわせ て厚
紙を切り抜 い たも の ｡
2) 支援ツール を用 い た 段階的支援
対象者が 一 連 の お 出 か け行動を習得するために , 教 室 担当
者が支援 ツ ー ル の 使 い 方 ､ 括月∃の 仕方を順を追 っ て 説 明 し,
各対 象者 の 支援担当者が補助を行 っ た｡
①ベ ー ス ライ ン 査定 (第1回 ､ 第 2 回教室): 買 い 物や集団
知的障害者を対象と した地域生活支援教室 ｢あそば っ と教室｣ の試行
行動､ 交通機関 の利用 に必要な技能に つ い て ､ 実際の シ ョ ッ
ピン グセ ン タ ー や コ ン ビ ニ エ ン ス ス トア に出かけて個別に評
価を行 っ た｡ 評価 した項目は､ 商品を選ぶ､ 店員を捜して選
んだものを伝える ･ 渡す､ 金額を聞い て お金を支払う､ お つ
り､ レ シ ー ト､ 品物 を受け取る､ 信号など の交通 ル ー ル を守
る､ バ ス ･ 市電の乗り降り､ 仲間とともに行動する､ 決 めら
れた時間に集合する , 自分勝手な行動を しな い等で あ っ た｡
1 年目は､ 第1 回教室 で ､ 各対象者が支援ツ ー ル を持たず
に､ 自分 で行える社会資源の利用技能を評価した｡ 第2 回教
室で ､ 大学 で 支援ツ ー ル ｢お助けブ ッ ク｣ の使用方法を劇形
式で説明 した後､ ｢お助けブ ッ ク : フ ァ ー ス トフ ー ド編｣ ｢お
助けブ ッ ク : コ ン ビニ 編｣ を用 い て , 実際にお店で手順 と対
応させ て使うことがで きるかを評価した｡ 実際の場面で ､ 対
象者が員い物の手川如ミ分からなくな っ た ときは ､ ｢お助けブ ッ
ク｣ を見るように支援担当者が促 した ｡
2 年目は､ 第 1 回､ 第2 回教室ともに､ 支援 ツ ー ル ｢お 助
けブ ッ ク｣ を用 い て ､ 員い 物する様子を評価した｡ そ の際の
手順 は 1年目第2回教室 のときと同様であ っ た ｡
②社会資源利用 の話し合い (第2回 ､ 第5 回教室 ､ 2 年目
は第8回教室も):
1年目は､ 第2 回教室 で グ ル ー プ分けを行い ､ 年間を通 じ
て メ ン バ ー を 固定して ､ 同 じグル ー プ で 活動した｡ 事前場所
ア ン ケ ー トに基づ い て ､ 教室担当者が対象者に3 つ の グル ー
プに分かれる ことを提案し､ 対象者の希望により 一 部組み替
えて決定した｡ グ ル ー プ ごとの 話し合いは､ 出かける場所 ･
活動の選択 ･ 決定 - 出かける約束とい う流れ で 行 っ た｡ 事前
場所 ア ン ケ ー トの結果か ら選択肢と して 3 - 4 つ の 出かけた
い場所 ･ 活動を提示 して ､ パ ン フ レ ッ トや写真などで説明を
した後に､ 対象者それぞれが場所選択ボ ー ドを使 っ て自分の
希望 を出し合 っ た｡ そ の後に話 し合 い で 出かける場所 ･ 活動
を絞 っ た｡ 出かける約束は , 日 時や待ち合わせ場所などの約
束事項を決めて約束カ ー ドに記入し､ グル ー プメ ン バ - の プ
リクラ シ ー ル を貼 っ た｡ 日時などの決定には保護者も参加 し
た｡
2 年目は､ 出かける場所 ･ 活動の選択 - グル ー プ分け - 出
かける約束とい う流れ で 行 っ た｡ 事前場所ア ン ケ ー トの結果
から､ 選択肢と して 7 つ 程度の出かけた場所 ･ 活動を毎回提
示して ､ パ ン フ レ ッ トや写実などで説明をした後に､ 対象者
が自分 の出かけた い場所 ･ 活動を2 ケ所ず つ 選択した ｡ その
選択結果をもとに出かける場所 ･ 活動を絞り､ グル ー プ分け
をした｡ グル ー プ ごとの話し合い で は､ ふ れ あい を図るため
に､ 簡単なゲ ー ム や自己紹介､ グル ー プ の名前や対象者それ
ぞれ の役割などを決めた｡ 出か ける約束は､ 日時や待ち合わ
せ場所などの約束事項を決め て約束カ ー ドに 記入 し､ グ ル ー
プメ ン バ ー の プリクラシ ー ル を貼 っ た｡ 日時な どの決定は保
護者も参加 した｡
③社会資源の利用 (第3回 ･ 第4 回教室 ､ 第 6 回 ･ 第7 回
教室､ 2年目は第9回 ･ 第10回教室も):待ち合わせ場所 (富
山駅前) に集合 - 交通機関 (バ ス ･ 市電) を利用して移動 一
目的地 で 活動 ･ 食事 - 交通機関 (バ ス ･ 市電) を利用して 移
動 一 次 回の約束 ･ 解散の流れ で行 っ た｡
支援 ツ ー ル ｢お助けブ ッ ク｣ は ､ 出かける場所や活動に応
じて ､ そ の 都度配布し ､ 頁 をめくりながら活動の手順 を説明
するとともに､ 参照の 仕方を繰り返し指導した｡ 対象者が ｢お
助けブ ッ ク｣ を活用する技能に合わせ て ､ ｢支援担当者と 一 緒
にブ ッ ク の使い方に慣れ る｣ - ｢支援担当者と 一 緒にブ ッ ク
を使 っ て 手順を行う｣ - ｢ブ ッ ク を見て 一 人 で 手順を行う｣
の ように段階的な援助をした｡ 交通機関 (バ ス ･ 市電) を利
用 して の移動で は ｢お助けブ ッ ク : バ ス編｣ ｢お助けブ ッ ク :
電車編｣ を用 いた｡ 目的地 では､ それぞれ の活動に応じて ｢お
助けブ ッ ク : 映画編｣ ｢お助けブ ッ ク : K パ ー ク編｣ ｢お助け
ブ ッ ク : ボウリ ング編｣ ｢お助 けブ ッ ク : カ ラオ ケ編｣ ｢お助
けブ ッ ク : 0 セ ン タ ー 編｣ を用 い た｡
以上 の支援に加え て ､ 1年目は シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 場面で の
練習､ 2 年目は社会資源利用後の発表会を行 っ た｡
④シ ミ ュ レ - シ ョ ン場面で の練習 (1年目第5回教室) :実
際に社会資源の利用 を行 っ た結果 ､ 対象者に共通する問題点
が浮かび上が っ た｡ それ は､ ｢お助けブ ッ ク｣ を手 に持 っ た状
態 で手を使う動作が できない ､ 店員と の言葉のやりとりが上
手くで きな い ､ や り とりを無視 して お金を払おうとする､ お
金の支払いをした後に荷物や商品を忘れるである｡ そ こ で ､ ｢お
助けブ ッ ク : 映画編｣ を使 っ て ､ これらの こ とを取 り上げて
指導した. 映画館のチケ ッ トカウン タ - を模した場面を設定
し､ 劇形式 で 4 つ の ポイ ン トを強調して 対象者の理解を促 し
た｡ 次 に､ 対象者が ｢お助けブ ッ ク｣ を使 っ て チケ ッ トを買
う練習をした｡ 対象者がポイ ン トを理解 で きるように繰り返
し行 っ た｡ これ 以後の教室 で は､ シ ミ ュ レ - シ ョ ン で取り上
げた活用ポイ ン トに注意して ｢お助けブ ッ ク｣ を使うように
支援した｡
⑤社会資源利用後の発表会 (2年目第5回 ､ 第8 回教室) :
2年目は､ 毎回活動するグル ー プ が替わる こと､ 様々 な社会
資源を利用するようにな っ た こ とから､ 互 い の グル ー プの お
出かけの様子 を交流しあう ことで ､ 対象者がより主体的に参
加するのをねらい とした｡ 第 5 回教室 で は､ 第3 回 ､ 第 4 回
教室を写 した写真を用 い て ､ グル ー プ ご とにお出かけの様子
を発表した｡ 教室担当者がイ ンタビ ュ ー 形 式で お で かけの様
子を聞い て い っ た｡ 第8 回教室 で は､ 第6 回 , 第 7 回教室 の
発表をグル ー プ ごとにした後に､ お出かけの様子を撮影した
ビデオ を互 い に見合 っ て ､ 感想を話し合 っ た｡ ビデオは各グ
ル ー プの様子を10分 ほ どに編集したもの を用 いた ｡
6. ア セス メ ン ト
1) 出か ける技能の 課題分析と評価
①ベ ー ス ライ ン査定 : 1年目第 1回教室 では､ 員 い 物手順､
集団行動を課題分析した ｡ 評 価は ｢で きる ､ 仲 間 の様子を見
て ､ 指示され て ､ ス タ ッ フ の援助 で ､ で き ない｣ の 5段階で
チ ェ ッ ク した｡
1年目第2回教室 ､ 2 年目第1回､ 第2 回教室 では支援ツ ー
ル を使 っ た買 い 物手順 ､ 集団行動を課題分析 した｡ 支援 ツ ー
ル ｢お助 けブ ッ ク｣ に綴 っ た手順の 一 つ ずつ を ｢で きる､ ブ ッ




で きな い｣ の 6 段階 で評価 した ｡
課 題分析の評価 は各対象者の 支援担当者が行 っ た ｡
②社会資源利用技能 の 評価 : 第 3L司教室か らはグル ー プ で
出かける場所 ･ 活 動を課題分析 した｡ 支援 ツ ー ル ｢お助けブ ッ
ク｣ に穀 っ た手順 の 一 つ ずつ を ｢で きる､ ブ ッ ク を参照 ､ 仲
間の様子を見て , 指示され て ､ ス タ ッ フ の援助で ､ で きな い｣
の 6段階で評価 した ｡ 課題分析 の評価は各対象者の支援担当
者が行 っ た ｡
2) 事前ア ン ケ - ト
①対象者 - の事前場所 ア ン ケ ー ト ニ 教室 で出かけた い と思
う場所 ･ 活動を把握する ことを目的と した｡ 電 車や バ ス など
の交通手段を用 い て 利用 で きる1 6の社会資源の それぞれ に つ
い て ､ パ フ レ ッ トや具体物を用 い て 説明を行 っ た上で , ｢とて
も行きた い (○)､ ま あまあ行きた い ･ 分か らな い (△)､ あ
ま り行きたくな い (×)｣ の 3段階で答えて もら っ た｡
②保護者 - の事前ア ンケ ー ト . 出かける ことに対する対象
者の 関 心 ･ 実態と ､ 対象者が出かける ことに対する保護者の
意識を把握する ことを目的と した｡
対象者の 実態は ､ 普 段の 日 の 帰宅後 の外出､ 仕事 の な い 休
日 の外汁1､ 外出 の しな い とき の 過ごし方に つ い て ､ 記入 式 ･
選択 式 で 回答 してもら っ た｡ 保 護者の意識に つ い て は ､ 対 象
者が出かける場所 ･ 活動､ 一 緒に出かける人､ 休み の 日 に出
か ける こ と､ 普段の日に仕事帰りに出 か ける こと に つ い て ､
記述式 ･ 選 択式で 回答して もら っ た｡
3 ) 社会資源利用後ア ンケ ー ト
グ ル ー プ ごとに お出かけを実施 した後 に ､ 対 象者､ 保護者
がどの ような意識を持 っ たか を知る目的で 行 っ た｡
①対象者 - の お 出かけ後アンケ - 卜 : 対 象者が出かけた こ
とに対してどのような意識を持 っ たかを知る目的 で行 っ た｡ ｢お
出かけが楽しか っ たか｣ ｢また ､ 出かけた い か｣ ｢グル ー プ で
出かけて 楽しか っ た か｣ ｢お助けブ ッ ク を使う のは難しか っ た
か｣ ｢約束カ ー ドはあ っ た方が い い か｣ などの10項目に つ い て ､
｢は い (○)､ まあ まあ (△)､ い い え (×)｣ の 3 段階で答え
て もら っ た｡
②保護者 - の 事後ア ン ケ ー ト
'
対 象者の出かける ことに対
して ､ 家庭 で の実態と保護者の意識を知る ことを目的と した｡
ボラ ンテ ィ ア と計画を立 て て約束すること､ ｢約束カ ー ド｣ や
｢お助けブ ッ ク｣ を使う こと ､ 交通機関を利用する こと､ 教
室 の 運営 の仕方な どに つ い て ､ 対 象者の様子や保護者の考え
を質問 し ､ 記 述式 ･ 選 択式 で 回答してもら っ た｡ 保護者 - 郵
送 に より実施 した ｡
7 . 社会 的妥当性の検討
知的障害者が地域 の社会資源を利用する こと､ 利用 に 際 し
て 支援 ツ ー ル を用 い る こ と, 知的 障害者 の 地域生活支援教室
を行う ことなど に つ い て ､ 知 的 障害者と関わりを持 っ た 人が
ど の ような評価を し て い る の か を検討する ことをねら い と し
た｡
1) 利用した施設 の 従業員 へ の ア ン ケート
あそば っ と教室 で利用した施設 の 従業員 - の ア ン ケ ー トは､
あそ ほ っ と教室 で出 か けた先 で対応 して くれた従業員を対象
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に行 っ た｡ 知的障害者が出かける ことに 関する意識 ･ 意 見 ･
感想を知る ことを目的と して 実施 した｡
2) ボ ラ ン テ ィ ア ヘ の ア ン ケ ー ト
あ そば っ と教室 に対象者の 支援担当者として参加 したボラ
ンテ ィ ア - の ア ン ケ ー トは､ あそ ば っ と教室 にボラ ンティ ア
として参加 してくれた人の 中で ､ 障害児教育専攻の学生で は
な い 人を対象に行 っ た｡ 知的障害者が出かけることに関する
意識 ･ 意 見 ･ 感想 を知る ことを目的と し て実施 した｡
Ⅲ ｡ 結果および考察
対象者が社会資源を利用する際に は､ 必ず課題分析の評価
を行う こと にし て い たが ､ 実際には対象者ごと に支援担当者
を確保 で きなか っ た り､ 課題 分析に よる記録を十分に取れな
い場合が生じた｡ そ こで ､ 2 年間を通じて教室に多く参加 し,
課 題分析の結果が残 っ て い た s l ､ s 3 , s 5 ､ s 6､ s 8 ､
s 9 の 6名 に つ い て ､ 1 年目に つ い て は バ ス と映画館の利用
の経過を Table 4 に ､ 2 年目 に つ い て は ボウリ ン グ､ カ ラオ
ケ､ 映 画館の利用 の経過を Table 5 に示した｡
対象者が社会資源を利月]する こと に関 して ､ 対象者と保護
者がどの ような意識を持 っ て い たかに つ い て ､ 事前ア ン ケ -
トと社会資源利用後ア ン ケ ー トの結果をTable 6 に示 した｡
対 象者の お出かけに 関する意識､ お助 けブ ッ ク の 利用 ､ 一 緒
に出か けた い 人 ､ さ ら に 対象者が出か ける こと に対する保護
者の意識､ 一 緒 に 出かけて ほ しい 人 の 項目 に つ い て まとめた｡
加 えて ､ あそ ば っ と教室で 利用 した施設 の 従業員 - の ア ン
ケ ー ト結 果と､ あそ ほ っ と教室 に対象者の支援担当者と して
参加 したボラ ン テ ィ ア - の ア ン ケ ー ト結果 の うちか ら､ 知的
障害者の社会資源の 利用形態や方法 ､ あ そば っ と教室 へ の 評
価 の 項目をFig. 1 と Flg . 2 に まとめた｡
1 . 対 象者 の支援ツ ー ル ｢お助 けブ ッ ク｣ の 活用状況
出かける場所 ･ 活動に応じて 支援ツ ー ル ｢お助けブ ック｣
を作成し､ その 都度提供 し て ､ 対 象者が ｢お助けブ ッ ク｣ を
活用 し､ 自ら社会資源を利用するように援助 したが ､ 対象者
によ っ て , ｢お助けブ ッ ク｣ に つ い て の 理解や使い方 に違 いが
みられるように な っ た｡ 文字を読んだ り､ 絵 や写真 の内容を
把握する ことが苦手 で ｢お助けブ ッ ク｣ の内容を十分に理解
でき て い ない者､ ｢お助けブ ッ ク｣ の内容は 一 応理解 し て い る
が､ 実際の場面で必要な頁 ･ 内容が探せな い 者､ ｢お助けブ ッ
ク｣ の内容を理解 し､ 自分 の使い方 で使 い こ なす者と様々 で
あ っ た｡ こ こで は､ s 3 ､ s 8 , s 9 の 社会資淑利用場面で
の実態と ｢お助けブ ッ ク｣ の 活用状況 に つ い て検討する｡
1) s 3 に つ い て
s 3 はと て も社交的 で ､ 自分からボラ ンテ ィ ア に 話 しか け
て ､ 言葉で コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン を とる ことが で きた ｡ 自分 の
行 い た い 活 動や欲 し い も の を選 んだり ､ 主張する ことが で き
た ｡ 社会資源 の 利用 に 関 して も､ こ れ まで の 経験か ら, レ ジ
に ならぶ手順な どを身 に つ けて い た｡ そ の 一 方 で ､ 品物 を忘
れ て自分 の 興味 の あるも の の ほ う - 行 っ て し ま っ た り､ 集 団
か ら離れ て 一 人で 行動する こ とがみ られた｡
知的障害者を対象と した地域生活支援教室 ｢あそば っ と教室｣ の 試行
s 3 は支援担当者に尋ねたり確認することが しばしばみら
れた｡ ｢お助けブ ッ ク｣ を見るように促 しても､ 実際の場面で
対応する頁を開く こ とはまれ であ っ た｡ 支援担当者が開 い て
見せて も､ 書かれ て い る説明を読ん で理解することが で きな
か っ た｡ その ため､ 言葉がけ (例えば ｢財布を出して｣ ｢0 0
円だよ｣) や支援担当者と 一 緒に行う (例えば､ 一 緒にカ バ ン
の 中をみる､ s 3 を呼び止めて ｢次は0 0 だ よ｣ と場所 を指
さす) などの援助を必要と した ｡ 素直に援助 を受け入れ て ､
社会資源 の利用 ( ボウリングをする､ 映画を見るな ど) を果
た して い るようで あ っ た｡ 分 か らな い こ と ･ で きな い こ とは
周りの 人に援助 してもらうとい う状況に普段からあるため ､
不得手な文字を読んで ､ 内容の把握しづらい ｢お助けブ ッ ク｣
を苦労 して用 い るまで に到らなか っ た｡
こ の よ うに ､ s 3 にと っ て ､ ｢お助けブ ッ ク｣ は機能 して お
らず､ 社会資源 の利用 に際して 必要性も低いもの で あ っ た｡
周 囲に援助を求め､ 得 られた援助に従 っ て ､ 社会資源 の利用
を果たすことも社会的スキ ル の 1 つ と考える こともで きる｡
しか し､ s 3 にと っ て 必要な支援者がい つ も身近に い るとは
限らな い ｡ 支援者が身近に いな い状況で ､ 周囲か らうまく援
助を得る方法 を検討する ことも必要であろう｡ また ､ 活動の
手順を文字や絵で示すような ｢お助けブ ッ ク｣ の使用 は無理
で あ っ たと して も､ s 3 にと っ て よ り負担 の少なく効率的に
必要な援助が得られる支援ツ ー ル の在り方を検討 して い く必
要があろう｡
2) s 8 に つ い て
s 8 は単語を並 べ て言葉で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を とる こと
が できたが ､ 自分の選んだ ことを相手に伝えるときなどに緊
張して 口 ごもり､ 支援者の声かけを必要とする ことがあ っ た｡
グ ル - プ活動や社会資源の利用に つ い て は積極的 であ っ たが､
自分 の 思 い 込み で 行動することがあり､ 周囲を待たずに先 -
行 っ て しま っ た り､ 仲間 の ためにした ことが無用 のお節介と
とられ て しまう こともあ っ た ｡
s 8 は出かけた場所 ･ 活動 (映画 ､ ボ ウリ ン グ ､ カ ラオケ
など) の い ずれに つ い ても利用 した経験があり､ 自分で行え
る ことも部分的にかなりあり､ 周 り の 人 の動きをみ て何 をす
ればよ いかを判断で きた｡ そ の 一 方で ､ 次の場面に移動する
とき (例えば､ ボ ウリ ングで靴と荷物を持 っ て指定された レ ー
ン - い く､ カ ウン タ ー - 移動する) や施設 の従業員とや りと
りをするとき (例えば ､ 療育手帳を見せる､ お 金 を払う) に
は､ 支援担当者の言葉がけを必要と した ｡ 言葉をかけられる
と､ ｢お助けブ ッ ク｣ を見て確認 し､ 次 の 行動 - 移る ことが で
きた ｡ カラオケ で は自分か ら曲を選ぼ うとしたが､ リ モ コ ン
操作が分からな い と援助を求めて きた｡ 支援担当者が ｢お助
けブ ッ ク｣ を見なが ら扱い 方を説明すると､ 自分で操作 を行
えるようになり､ 次 の カラオケの 利用 で も ｢お助けブ ッ ク｣
を見て自分 で行う ことが で きた｡
こ の よ うに､ s 8 にと っ て ､ ｢お助けブ ッ ク｣ は社会資源を
利用するための 手がかりと して部分的 に は機能して おり､ 利
用する際に必要で あると理解され て い た｡ しか しながら､ 集
団で 行動するときや人とやりとりをするときには､ 促 さ れれ
ば確認する ことがで きるもの の ､ 自ら参照 して自律的に対応
するまで に至 らなか っ た｡ 実際の場面で の人と のやりとりは
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同 じようで も異なる部分も多くある｡ ｢お助けブ ッ ク｣ の 説明
で は状況や相手 の 意図を理解するの に 不十分 で あ っ た と考え
られる｡ s 8 は対人的な場面 で 緊張 したり不安 になりがち で
あ っ た｡ こ う し た s 8 の対人的なかかわり で の 弱さが影響 し
た ことも考えられる｡ 対 人的な か か わりで の 緊張や不安を解
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くような支援 ツ ー ル が 必要な の か も しれな い ｡
3 )s 9 に つ い て
s 9 は簡単な文 に より言葉で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を とる こ
とがで きた｡ グ ル ー プ の 様 子を気 に か けながら､ 仲間 の ペ ー
ス に 合わせ て 行動する ことが できた｡ 仲 間に 活動 の 手順 を教
知的障害者を対象と した地域生活支援教室 ｢あそば っ と教室｣ の 試行
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Fig .1 利 用 した施設の従業員の意識
えたり､ 率先 して グル ー プ を率いる姿をみせた｡ ま た､ トイ
レ - 行くときや集団から離れるときは､ 支援担当者や他の仲
間に 一 声かけて い く気遣 い を示 した｡ 社会資源 の利用 で は､
お金 の支払 い に普段から慣れ て おり､ 自分から両替したり､
必要な金額を用意 して い た｡
s 9 は ｢お助けブ ッ ク｣ を見る ことが定着して おり､ 支援
担当者の援助を受けることなく､ 自ら行動して い た｡ 次の行
動を確認するだけで なく ､ 困 っ たときも ｢お助けブ ッ ク｣ を
見て ､ それ を示して支援担当者に確認を求めることがあ っ た｡
かな り先 の行動に つ い ても､ ｢お助けブ ッ ク｣ を見て確認する
ことがあ っ た ｡ こ れ は行動の最 中に動きながら ｢お助けブ ッ
ク｣ を見る の は大変で ､ 両手がふさが っ て 活動に支障をきた
したり､ 遅 れ たりする ことがあるの で , s 9 な りに自分で使
い方を工 夫して い ると考えられる｡
こ の よう に ､ s 9 にと っ て ､ ｢お助けブ ッ ク｣ は社会資源を
有効に利用するため の 手がかりと して機能して い るだけでな
く､ 活動の手順が分か っ て い る場合にも､ 手順 の確認 ･ リ ハ ー
サ ル の 手段と して働 い て い た. さ らに ､ グル ー プ活 動 で他の
仲間や支援者との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に も活用され て い た ｡
s 9 の よ うに 自分なりに使 い こ なす の は簡単な ことで はな い
が ､ 単なる活動 の 辛がかりとしてだけで はな い ､ ｢お助 けブ ッ
ク｣ の 新たな活用 の仕方 を示 して くれたと い える｡ ま た､ 絵
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Fig .2 参加 したボラ ンテ ィ ア の意識
や写真と短 い 説明文だけの ｢お助けブ ッ ク｣ で は､ 細か な状
況 の様子や状況 の変化に応 じた行動の仕方な どまで 伝える こ
とは難しい ｡ s 9 が何度も確認 して い る様子をみ て い ると､ ｢お
助けブ ッ ク｣ に対 して物足りなさを感 じて い たとも考えられ
る｡
2. 社会資源を利用する ことに対する対象者と保護者の意識
1) 社会資源 を利用 した こ と に よる対象者の意識
社会資源 を利用 した ことに対する対象者の評価は ､ そ の と
きの活動の様子によりやや左右されたが､ お おむね肯定的な
意見が示された｡
しか し､ 通常との ち ょ っ と した違 い が､ 社会資源を利用す
る ことに対する対象者の評価を左右し､ そ れが社会資源を利
用する ことをためらう理由になりかねない 危険性がある こ と
が危供された ｡ 対象者 の 評価 の低 い ときは ､ バ ス の待ち時間
が長 か っ た､ 夏休 みや年末の休日で 施設が混ん で い た ､ カ ラ
オケで 自分 の思 っ て い た 曲を歌えなか っ た など の エ ピソ ー ド
が報告された｡ こ う した エ ピソ ー ドが､ お 出かけそ のも の の
評価を左右して い た｡ 刻 々 と変わ る現場の状況を伝 えて ､ 対
象者が前向きに対応して いける方法を検討 して い く必要があ
る｡
｢お助 けブ ッ ク｣ を使う ことに つ い て は ､ 同 一 の 対象者で
もそ の ときどきで評価が変わり 一 定 しなか っ た ｡ 出かける場
所 ･ 活 動 に より､ ｢お助 けブ ッ ク｣ を使う場面や状況が異な っ
た｡ 活動 の 内容により､ ｢お助けブ ッ ク｣ の 頁数やそ の 難易度
も 一 定 しな か っ た｡ ま た､ 出か ける場所 ･ 活動に よ っ て ､ あ
る い はス タ ッ フ側 の 準備状況によ っ て は､ 事 前に ｢お助けブ ッ
クJ を使う練習が十分 に で きな い ときもあ っ た ｡ こ う したそ
の ときどき の条件の違 い が ､ 対 象者の評価 に表れ たと考 えら
れる｡
｢お 助けブ ッ ク｣ の 作成に当た っ て は､ 実際に利用する施
設 に出向き ､ 教室担 当者が自分 で利用 して ､ 課 題分析を行 っ
たが､ 課題分析を行うガイ ドライ ン ･ 基準が不明確であ っ た｡
それ をブ ッ ク と し て 作成するときも､ そ の 作成 の 基準が暖昧
で あ っ た｡ そ の ため今後は､ 対象者の 特性に見合 っ た支援ツ ー
ル を提供する基準を検討 して い く必要がある｡
2) 社会資源を利用する際に 出かけた い相手
対象者が出か ける際に 一 緒に出か けた い 相手と して ､ 3 つ
の 意 見が見 い だせた｡ 第1 は､ s 5 , s 6 ､ s 8 ､ s 9 の よ
う に ､ 一 人 ､ 友 だ ち､ ボ ラ ン テ ィ ア ､ 家族 の い ずれとも出か
けた い と い う意見で あ っ た ｡ 普段か ら 一 人 で 出かける機会も
あり､ 出か ける こと にためら いを感じて い な い ためで ある ｡
誰 とで も積極的 に 出かけた い と い う考えで ある｡ 第 2 は､ s
3 ､ s 4 ､ slOの よ うに ､ 一 人や友だちとよりも､ ボラ ン テ ィ
ア や家族 と 一 緒 に 出か けた い と い う意見で ある｡ 一 人や友だ
ちと出かける ことにはためら い があり ､ ボ ラ ン テ ィ ア や家族
と い っ た援助 の 受けやす い 人となら安心 して 出か けられ ると
い う考え である｡ s l ､ s 3 ､ s 7 のよ うに ､ 家族 以外 の友
だちやボラ ン テ ィ ア を出かけたい と い う意見もあ っ た｡ 友 だ
ちやボ ラ ン テ ィ ア と出かける経験を積むうち に ､ 家族 から離
れ て ､ よ り自由で 自律的 に出かけた い と い う考え で ある｡
3) 対象者が社会資源を利用する こ と に 対する保護者の
意識
対象者が保護者以外 の 人と出かける ことに は､ ど の 保護者
か らも肯定的な考えが示されたが ､ 出か ける際に 対象者 に望
む ことに は違 い が見られた｡ 一 人 あ る い は友だ ちと出か ける
経験を積んで ほ しい の で ､ そ の た め に ｢お助けブ ッ ク｣ も活
月]で きるとよ い とす る考えと ､ 家ノ族で 出かける機会を増やす
の が難 し い の で ､ ボ ラ ンテ ィ ア と楽しく出か ける経験を積 ま
せた い と い う考えで ある｡
そ の ため に ､ あそ ば っ と教室に対する評価も異な っ た｡ s
8 ､ s 9 ､ slOの 保護者のように､ 計画を立 て て 出 か ける こ
と､ ｢お助 けブ ッ ク｣ を使うことを評価 し､ 家庭 で も ｢お助け
ブ ッ ク｣ を使う こと に前向きな意見があ っ た ｡ 対 象者が社会
資源を利用する技能を積極的 に評価し､ 自律的 に社会資源を
利用す る ことを認め て い た｡ s 3 ､ s 4 ､ s 7 の 保護者 の よ
うに ､ あそ ほ っ と教室 で計画を立 て て ､ ｢お助けブ ッ ク｣ を使
う ことは評価し て い て も ､ 家庭 に は必要がな い と い う意見が
あ っ たo 家庭 で は 家族と 一 緒 に 行動する こ とが多く ､ 対 象者
が自分で社会資源を利用する ことまでは認め て い な い ｡ s 5 ､
s 7 の 保護者 の よう に ､ ｢お助 けブ ッ ク｣ をあそば っ と教室で
使う ことも､ 家庭 で 使うことにも疑問を持 っ て い る意見があ っ
た｡ 家 族やボラ ン テ ィ ア が付き添 っ て 援 助すればよく､ ｢お助
けブ ッ ク｣ を出 か けた先 で使う には周幽 の状況を考える必要
があると い う意見で あ っ た｡
3 . あそ ば っ と 教室の 社会的妥当性の 検討
1) 利用 した施設 の従業員 の意識 に つ い て
利用した施設 - の ア ン ケ ー トは 5 つ の 施設を対象としたが､
その うち､ 3 施設が知的障害者と接した ことがあると回答 し
た｡ ど の 施設 で も付き添 い があれば ､ 利 用 に 問題はな い が ､
一 人 で 利 用する こと に は否定的な意見が出された｡ こ れ は､
知的 障害者に対 し特別な対応が できな い ､ ど の ように接して
よ い か分からな い ､ ア ク シデ ン トがあ っ たとき に困るなどが
理由として考 えられる｡
知 的障害者が施設を利用する こと自体に つ い て は肯定的な
意見が多か っ た｡ G店 で は ｢最低限 の マ ナ ー を守 っ て も らえ
るなら ･ ･ ･ ｣､ K 店 で は ｢特別な対応は難し い が , で きる限
り対応 した い｣ と回答 して い る｡ こ の よ うに､ 知的障害者が
一一 般 の お客と同様に施設を利用する ことは問題な い が ､ 特別
な対応 を求められる ことを心配して い ると考えられた｡
｢お助けブ ッ ク｣ に つ い て は, ア ン ケ ー ト時 に実物を見せ
る ことがで きなか っ た ため､ ｢よく分からな い｣ と い う回答が
多か っ た｡ 実際に障害者本人がお助けブ ッ ク を利用 して い る
場面を見てもらう ことが で きれば ､ も っ と意見や感想を聞く
こ とが できな の で はな い かと考えられる ｡
2) 対象者 の支援担当者と して 参加 したボ ラ ン テ ィ ア の
意識 に つ い て
今 回 の あそほ っ と教室 に参加する以前に知的障害者と接し
た こと の な い 6 名を対象と した｡
知 的障害者が社会資源を利用する こと に つ い て は ､ 全員 が
｢大変よ い｣ と回答 したが ､ 一 人で 利用することに つ い て は､
障害 の 度合 い に よ っ て は付き添 いと 一 緒 の 方 が望まし い と い
う意見もあ っ た ｡ これ は､ 付き添 い があれば ､ 不 測 の事態 に
も対応 でき ､ 周 囲 にも迷惑をか けず､ 本 人 も安心 で きるため
と考えられる｡ そ の 一 方で ､ ｢周 りの協力があれば ､ も っ と社
会に出られる の で はな い か｣ ｢周囲の人にも っ と知的障害者の
こ とを知 っ て もらう必要がある｣ などの 意見もあ っ た｡ 一 般
の 方 が､ あ そば っ と教室 の ような外出支援にボラ ン テ ィ ア に
参加 し て い く こ とで ､ 障害者 の参加と二哩解が進み ､ 知 的 障害
者が 一 人や友だちとおLflかけるため の よりよ い 環境が作られ
て い くと考えられる｡
今後も知的障害者と接してみた い か と い う問 い に ､ 5 名が
接してみた い ､ 1名がどちらで もな い と回答した｡ これ まで
障害者と接 した ことがなく ､ ボ ラ ン テ ィ ア は難 し い も の だ と
思 っ て い た が､ 実際に 接 してみると楽しく気軽 に行えた ｡ ボ
ラ ン テ ィ ア は障害者 の ためだ けでなく､ 自 分 に と っ て 学 ぶ こ
とがたくさんある こと に気づ い たためだと思われ る｡
本 研究が ､ 対 象 者がより豊 か で 自立的な生活を送る こと ､
さ らに は障害者 - の 理解と参加がすすむ こと の 一 つ の き っ か
けとなる ことを願 っ て い る ｡
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注
本稿は､ 平成11年度特別研究として 寺田晴津子､ 留分 まゆ
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みが提出した論文および平成12年度特別研究として伊藤美奈､
忠 相 陽子 ､ 藤井智恵子が提出した論文をもと に武蔵が全面的
にまとめなお したもの である｡
付 記
あそば っ と教室は､ 本研究終了後の20 01年度も学生ボラ ン
ティ ア の 手 で続けられた｡ そ の後は､ 知的障害者の外出を支
援するガイ ド - ル プ事業､ ｢ 一 緒に楽しく遊びまくる｡ そ の 仲
間の 中に障害者が い る｣ と い う地域サ ー ク ル などに受け継が
れ て い る｡
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